
学　習

１０万人の治療データを収集？

科学の捏造は必ずばれる

「
農
村
搾
取
」の
見
方
も
変
化

新型コロナウイルス感染症
コ ビ ッ ド

COVID-１９に対し、医学や分子生物
学などの研究が総力を挙げて進めら

れています。ワクチンが短時間で開

発されたのも、成果の一つです。し

かし、大勢の研究者によって多くの

論文が発表されると、なかにはお粗

末なもの、まちがっているもの、そ
ね つ ぞ う

して研究結果が捏造されたものも混

ざってくるのです。

２０２０年４月から５月にかけて、学

術雑誌やインターネット上の学術論

文投稿サイトに、３本の論文が発表

されました。アメリカの企業サージ

スフィアのサパン・Ｓ・デサイ博士

（１９７９～）をふくむ研究グループが、

多数の患者を対象にどんな治療法が

COVID-１９に効き、どれが効かない
かを調べたものでした。それによる

と「ヒドロキシクロロキン」という

マラリア治療薬を COVID-１９の治療
に用いることは効かないばかりか、

かえって有害だといいます。あわて

た世界保健機関（ＷＨＯ）はヒドロ

キシクロロキンを用いる試験的治療

を一時、中止しました。

別の論文では、寄生虫治療薬「イ

ベルメクチン」に治療効果があると

述べています。ペルーなどではイベ

ルメクチンが COVID-１９に効くとい
ううわさが広まり、人々がこの薬を

求めて薬局に押しかける騒ぎになり

ました（デサイ博士らの発表だけが

騒動の原因とはいえません）。

デサイ博士らの研究は、世界のさ

まざまな医療機関での COVID-１９患
者の治療データを集めたもので、そ

の数は最大で約１０万人分としていま

した。しかし、２０２０年４月といえば

COVID-１９の世界的流行（パンデミ
ック）が始まってまもない時期。ＷＨ

Ｏがパンデミックを宣言してから１

カ月ほどしかたっていません。そん

な短期間に、どのようにして膨大な

治療データを集めたのでしょうか。

世界中の医療機関の医師がてんで

んばらばらに記録した治療結果をコ

ンピューターに入力する作業は大変

な手間がかかるはずです。そのよう

な個人情報を研究に用いるには一人

ひとりの患者の同意も必要です。

データを見たり、あつかったりで

きたのはデサイ博士だけで、共同研

究者たちもデータに触れたことがあ

りませんでした。不信（不審）と疑惑

の声が上がり、共同研究者たちはデ

サイ博士にデータを見せるように求

めました。ところがデサイ博士はそ

れを拒否しました。共同研究者たち

は「これはおかしい」と気がつき、論

文を撤回しました。患者にかんする

データはでっち上げだったのです。

データをでっち上げたり、ありも

しない発見を報告したりする捏造論

文は、ときおりあらわれます。科学

の歴史には世界を驚かせる大発見が

捏造だったと判明する事件が無数に

残されています。捏造論文や捏造研

究は自然の法則に反するため、別の

研究者が同じ実験をしても同じ結果

になりません。遅かれ早かれ、うそ

はばれます。

こうした自浄作用、免疫機構を科

学は本質的にもっています。科学が

信頼できるゆえんです。
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１５ ２０２１年（令和３年）５月１６日 （第三種郵便物認可）
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イラスト・武藤文昭

科学史 新型コロナの論文捏造

イラスト・タテノカズヒロ

こ た に た ろ う

解説 小谷太郎 博士（理学）。１９６７年

生まれ。青山学院大学、立教大学など

で非常勤講師。新刊に、本記をふくむ

捏造事件を集めた『なぜ科学者は平気

でウソをつくのか』（フォレスト出版）
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